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令和３年１１月２６日 

タイトル 
生ごみ持ち寄り農園で秋の実り 

利用者が里芋を収穫しました 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
１１月２３日 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

生ごみ持ち寄り農園（戸川：１２世帯、１団体が参加） 

（所在地：秦野市戸川４２７番１）  

Ｗｈｏ 

（だれが） 
生ごみ持ち寄り農園利用者、農園協力者 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

秦野市では、現在２カ所の施設で可燃ごみ焼却処理を行っています

が、伊勢原清掃工場の老朽化に伴い、１施設での焼却体制への移行に向

け、可燃ごみの減量に取り組んでいます。 

そこで市は、１施設での焼却処理体制への移行とともに、循環型社会

を目指す取り組みの一環で、「生ごみ持ち寄り農園」を鶴巻と戸川で実

施しています。 

この農園では、事前登録した市民が家庭の生ごみを持ち寄り、コンポ

ストで堆肥化し、作物を育てており、今月２３日には利用者が夏に植え

た里芋を収穫しました。他にも、大根やネギなどが育てられています。 

…市担当者のコメント… 

「戸川には５基、鶴巻には３基の

コンポストを設置しています。生

ごみの堆肥化は虫やにおいが出

ないか心配という方もいるかも

しれませんが、生ごみを入れたら

土をかぶせることで気持ちよく

使っていただいています。家庭菜園を楽しまれる方の参考になってご自宅で

も生ごみの資源化にチャレンジしていただく方が増えれば幸いです。」 

過去の実績 
令和元年６月 第１号を鶴巻（鶴巻南１０１１番１）で開設。 

令和２年１２月 第２号を戸川で開設。 

今後の 

取り組み 

近隣に住宅の多い場所で、生ごみ持ち寄り農園として無償で貸してい

ただける土地を募集しています（ご協力いただいた土地は、借用中、税

が減免されます）。 
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